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熊本地震から２年、
改めて国土教育について考える

寄　稿

2011（平成23）年 4 月 1 日、イギリスのリゾート都市ブラッ
クプール（Blackpool）付近でマグニチュード 2.2 の地震が発生
したことを、英国各紙が大きく取り上げています。同日のテレ
グラフ紙 Web 版によれば、地震は早朝 3 時半頃発生。警察に
は「数えきれないほど」家が揺れていると通報があったが、人 
的・物的な被害は報告されていない。橋に亀裂が入ったという
報告もあったが、2 年前からあった亀裂と判明。英国地質調査
所は、非常に弱い地震で心配することは何もない、と同紙の取
材に答えています。同紙は地震をうけ、イギリスの地震の記録
をまとめた記事とマグニチュードについて解説した記事を掲載
しました。

イギリス最大の発行部数をもつ大衆紙ザ・サンも、「ブラック
プール 揺れる」の見出しで「鉄道橋に亀裂が入り交通信号灯が
ひっくり返った」と報じ、「たんすの戸がかたかた鳴って何が起
きたかわからなかった」「自分の家の異常ではないことがわかっ
て安心した」など被災者の談話を載せました。「イギリスらしい
エイプリルフールネタ」や「原因はシェールガス採掘」とする

後日談もありますが、ユーラシア大陸を挟んで対極にある島国
「日本」が東日本大震災（平成 23 年 3 月 11 日）でパニック状
態にある中、イギリスで発生したこの小さな地震は新聞各紙の
一面を飾り、イギリス国民にかなりの焦りを感じさせたようです。

イギリスは安定した地殻上に位置しているため、統計的にみ
ても大地震はほとんど発生しません。1900 年以降の「10 人以
上の死者数」、「100 人以上の被害者数」、「国際的な援助要請」、「非
常事態宣言」のいずれかに該当する災害を対象とした国際統計
"EM-DAT: The OFDA/CRED International Disaster Database"
によると、イギリスでは、同年以降これまでに 2 件の地震が登
録されていますが、地震による死者数の登録はなく、被害額も
極めて小さいことがわかります。これは、太平洋、フィリピン
海、ユーラシア、北米の 4 つのプレートに囲まれ、世界のマグ
ニチュード 6 以上の地震の約 2 割が発生する地震頻発国「日本」
と大きく異なる国土の特徴です。

また、1900 年以降の自然災害死者数ワースト 10 をみると、
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地震 44 161,794 146,841,400 2 - 60,000 1 46 - 3 1 212,000
津波 14 32,576 212,821,000 - - - 1 11 - - - -

火山活動 火山噴火 15 515 132,000 - - - - - - - - -
鉄砲水 1 21 1,950,000 4 1 899,150 9 87 4,661,000 1 3 -
一般的洪水 13 227 3,214,000 19 49 18,013,080 13 134 2,531,350 15 37 2,409,500
高潮/沿岸洪水 2 34 7,440,000 1 6 1,000 - - - - - -
その他 31 12,814 268,300 6 35 187,000 19 34 100,500 6 27 11,700,100
熱帯低気圧（台風、ハリケーン） 114 32,583 55,669,900 1 5 300,000 2 1 10 1 - 500
温帯低気圧 - - - 4 27 1,951,000 3 92 8,250,050 6 41 9,020,000
冬の嵐 - - - 3 22 900,500 6 82 11,581,000 2 15 2,800,000
局地的嵐 12 184 585,200 6 50 2,231,500 16 96 550,000 18 385 4,395,800
その他 24 1,890 453,500 21 4,234 8,172,950 24 143 5,160,000 21 243 7,817,000

※1900年以降の「10人以上の死者数」、「100人以上の被害者数」、「国際的な援助要請」、「非常事態宣言」のいずれかに該当する災害が対象。
※イギリスの「嵐（その他）」には、「ロンドン・スモッグ事件（霧）／死者数4,000人」を含む。

http://www.emdat.be/

日本 イギリス （参考）フランス （参考）ドイツ

自然災害の種類

Created on: Jan-25-2014. - Data version: v12.07
Source: "EM-DAT: The OFDA/CRED International Disaster Database
www.em-dat.net - Université Catholique de Louvain - Brussels - Belgium"
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表 -1　1900年以降の自然災害統計

「ブラックプール 揺れる」1

日本とイギリス、自然条件の違い2

前 国土交通省九州地方整備局　熊本河川国道事務所長
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寄　稿 熊本地震から２年、改めて国土教育について考える

イギリスでは 1952 年 12 月に濃霧と大気汚染物質によって引
き起こされた「ロンドン・スモッグ事件」、2003 年の夏にヨーロッ
パを襲った「熱波」、1966 年 10 月に発生した長雨による「アバー
ファン炭鉱・ボタ山崩壊」を除くと、死者数 100 人を超える自
然災害は発生していません。洪水や嵐などの風水害は発生して
いますが、日本と比べて頻度は少なく、人的被害も小さいとい
う統計（結果）になっています。

2013-14（平成 25-26）年の冬、イギリスのウェールズやイ
ングランド南部では、過去 250 年で最大といわれる記録的な降
雨（長雨と嵐）により、大規模な洪水が発生しました。テムズ
川も氾濫し、キャメロン首相（当時）は、2010 年の就任以降初
めての中東訪問を取り止め、洪水への対応に専念しなければな
りませんでした。ウィリアム王子が腰まで泥水につかって土嚢
を運んでいる映像に感銘を受けた人もいたのではないでしょう
か。しかし、この歴史的大洪水による死者数は数人に過ぎません。

人的被害の大きい地震や風水害が発生しない国、自然災害に
よって国土やインフラストラクチャーが壊滅的被害を受けるこ
とのない国、それがイギリスです。ドーバー海峡の向かい側に
ある大陸国のフランスやドイツも同じです。

これに対して、わが国「日本」はどうでしょうか？
地震、津波、火山噴火、洪水、土砂崩れなどの自然災害が頻

発する国土の上で、私たち日本人は暮らしています。ここ 7 年
間を振り返っただけでも、平成 23 年東北地方太平洋沖地震（東
日本大震災）、平成 23 年台風第 12 号（紀伊半島豪雨）、平成
24 年 7 月九州北部豪雨、平成 26 年 8 月豪雨（広島市の大規模
土砂災害）、平成 26 年の御嶽山噴火、平成 27 年 9 月関東・東
北豪雨（鬼怒川の堤防決壊）、平成 28 年熊本地震、平成 29 年
7 月九州北部豪雨など、大規模な自然災害が頻発していること
がわかります。

また、近年は、毎冬のように記録的な寒波が到来し、北海道・
東北・北陸といった積雪寒冷地域だけでなく、首都圏や中部圏・
近畿圏、さらには中国・四国・九州といった地域を含め、日本
列島各地が記録的な大雪に見まわれ、交通の麻痺やライフライ
ンの切断など、甚大な被害が発生しています。

私たち日本人は、イギリス、フランス、ドイツといった国々

とは大きく異なる、このきわめて厳しい条件を備えた国土に働
きかけながら、安全で快適な生活環境を築いてきました。この
脆弱な国土の上で、日本人は何度も何度も大きな自然災害に見
舞われながらも、その都度、諦めることなく努力して、これら
の苦しみを乗り越えてきました。

平成 28 年 4 月 14 日 21 時 26 分、熊本地方を震央とするマ
グニチュード 6.5 の地震が発生（前震）。さらに、その 28 時間
後の 4 月 16 日 1 時 25 分にはマグニチュード 7.3 の地震が発
生し、益城町と西原村で最大震度 7 を観測しました（本震）。

延べ 4,000 回を超える余震による影響を含め、「熊本地震」
は熊本〜阿蘇周辺地域に甚大な被害を与えました。多数の家屋
倒壊や土砂災害による人的被害、電気・ガス・水道などのライ
フラインへの被害のほか、空港・道路・鉄道などの交通インフ
ラにも甚大な被害が生じ、県民生活や中小企業、農林漁業や観
光業などの経済活動にも大きな支障が生じました。

主要幹線道路では、南北方向の大動脈である九州縦貫自動車
道が 4 月 14 日の前震段階から甚大な被害を受け、被災後 2 週
間にわたり全面通行止めとなりました。その後も片側 1 車線で
の交通規制が続き、全線 4 車線で完全復旧できたのは地震発生
から 1 年後（平成 29 年 4 月 28 日）となりました。

また、4 月 16 日の本震では、東西方向の生命線ともいうべき
国道 57 号が南阿蘇村立野地点で斜面崩壊により寸断、これと接
続する国道 325 号阿蘇大橋も崩落、さらに県道 28 号熊本高森
線の俵山トンネルとそれにつながる橋梁群も損傷し、2 〜 3 万
台／日を超える熊本〜阿蘇間の重交通が機能麻痺の状態となり
ました。これに対しては、広域の迂回路（国道 443 号、ミルクロー
ド、グリーンロード）の啓開を急ぎ、いずれも数日で通行可能
としましたが、国道 57 号の現道は南阿蘇村立野地区の大規模斜
面崩壊により現在も全面通行止めを余儀なくされています。

今回の地震では、リダンダンシー（redundancy）のある幹線
道路ネットワークの必要性を痛感させられました。特に、熊本

熊本地震から２年4

幹線道路ネットワークの重要性5

脆弱な国土の上で暮らす日本人3

自然災害の種類(名称) 発生年月日 死者数（人） 自然災害の種類（名称） 発生年月日 死者数（人） 災害の種類 発生年月日 死者数（人） 災害の種類 発生年月日 死者数（人）

1 関東大震災（関東地震） 1923/09/01 143,000 1 ロンドン・スモッグ事件(霧) 1952/12/04 4,000 1 熱波 2003/08/01 19,490 1 熱波 2003/08 9,355
2 東日本震災（東北地方太平洋沖地震） 2011/03/11 19,846 2 熱波 2003/07 301 2 熱波 2006/07/15 1,388 2 風水害 1962/02 347
3 阪神・淡路大震災（兵庫県南部地震） 1995/01/17 5,297 3 アバーファン炭鉱・ボタ山崩壊（長雨） 1966/10/21 140 3 風水害（嵐） 1999/12/26 88 3 風水害 1976/01/02 82
4 福井地震 1948/06/28 5,131 4 風水害（嵐） 1991/01/05 48 4 山火事 1949/08 80 4 風水害 1972/11/12 54
5 伊勢湾台風 1959/09/26 5,098 5 風水害（嵐） 1990/01/25 47 5 雪崩 1970/04/16 72 5 寒波 1997/01/04 30
6 東京湾台風 1917/09 4,000 6 洪水（Lynmouth） 1952/08/15 34 6 風水害（嵐） 2010/02/28 53 6 洪水 2002/08/11 27
7 枕崎台風 1945/09/18 3,746 7 伝染病 1985/05/04 34 7 風水害（嵐） 1992/09/22 47 7 風水害 1990/02/28 24
8 昭和三陸地震 1933/03/02 3,064 8 伝染病 1984/08 26 8 地震 1909/06/11 46 8 風水害 1990/02/25 15
9 室戸台風 1934/09/21 3,006 9 風水害（嵐） 1984/01/24 22 9 雪崩 1970/02/10 42 9 風水害 1999/12/24 15

10 風水害 1923/09 3,000 10 風水害（嵐） 1968/01/14 20 10 洪水 1999/11/12 36 10 寒波 2009/12/18 14

※1900年以降の「10人以上の死者数」、「100人以上の被害者数」、「国際的な援助要請」、「非常事態宣言」のいずれかに該当する災害が対象。

http://www.emdat.be/

（参考）ドイツ

Created on: Jan-25-2014. - Data version: v12.07
Source: "EM-DAT: The OFDA/CRED International Disaster Database
www.em-dat.net - Université Catholique de Louvain - Brussels - Belgium"

日本 イギリス （参考）フランス

表 -2　1900年以降の自然災害死者数ワースト10
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〜大分を結ぶ東西幹線軸は国道 57 号 1 本しかなく、有事の際
には大きなリスクになることを改めて認識させられました。

また、南北軸では九州縦貫道がストップしたため、国道 3 号
が大渋滞を引き起こし、機能麻痺の状態となりました。今回の
ように主要幹線道路が大きな損壊を受けると、人、モノの流れ
がストップし、経済社会的に大きなダメージを与えることになっ
てしまう。「1 本の幹線道路が通行不能になっても代替、迂回で
きる幹線道路が別にある」、今回の熊本地震は、そういう重層的
な交通ネットワークの価値を改めて教えたのだと思います。

一方で、熊本地震による幹線道路網の長期通行止めと、厳冬
期を前にした県道 28 号熊本高森線（俵山トンネルルート）の開
通（平成 28 年 12 月 24 日）は、南阿蘇地域の方々に、また広
域的な道路利用者の方々に、道路というインフラの存在価値を
改めて認識していただくきっかけとなりました。

俵山トンネルルートの開通式では、南阿蘇村の方々が手作り
の旗を振って、工事関係者に感謝の気持ちを伝えてくださいま
した。ルート沿道の方々も、通過する車両に手を振って、開通
を喜んでくださいました。「最高のクリスマスプレゼントです」
と地域の方に言っていただいて、私自身、とても幸せになりま
した。

また、長陽大橋ルートの開通（平成 29 年 8 月 27 日）は、
分断されていた南阿蘇村内の中心部と立野地区を直接つなげ、
通勤通学や通院など村民生活の利便性を大幅に改善しました。
村唯一の救急指定病院だった阿蘇立野病院は、外来診療（月曜
～土曜）だけでなく、9月30日からは入院診療を再開しています。
地域外での避難生活が続いていた南阿蘇村立野の長期避難世帯

（357 世帯）も、長陽大橋ルートの開通が大きなきっかけとなっ
て10月31日に解除されました。マスコミ各社は、長陽大橋ルー
トの開通を「希望の架け橋」と大きく報じました。

阿蘇大橋地区斜面崩壊（国道57号寸断、阿蘇大橋落橋）

図１ 図 -1　阿蘇大橋地区斜面崩壊（国道57号寸断、阿蘇大橋落橋）

図 -2　阿蘇大橋周辺地域における道路復旧状況（地図：国土地理院）

図 -3　俵山トンネルルート開通（H28.12.24）
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図 -4　長陽大橋ルート開通（H29.8.27）

希望の架け橋

長陽大橋ルート開通（H29.8.27）
図４
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現在、われわれが享受している安全で快適な生活は、先人た
ちが森林や田畑、鉄道や道路を整備し、川を治め、水資源を開
発するなど、絶え間なく国土に働きかけを行うことによって、
国土から恵みを返してもらってきた歴史の賜物です。

ここ熊本でも、「後の世のため」を口ぐせとしていた肥後熊本
初代藩主・加藤清正公をはじめ、多くの先人たちが郷土に働き

かけを続けてくれたおかげで、現在の豊かで安全で快適な県民
生活が担保されています。街道や港等の交通インフラ、堰や堤
防等の防災インフラ、井手（用水路）や溜池等の農業インフラ
など、先人たちの郷土への働きかけの成果は、数えればきりが
ありません。
※シリーズ『熊本国土学』は以下のアドレスでご覧いただけます。
　http://moritayasuo.wixsite.com/country-ology/blog

例えば、肥後熊本の東西交通路は、延喜式の官道時代から「二
重峠（ふたえのとうげ）」を通っていました。この時代、都（朝
廷）から地方への法令の伝達のため、駅家 ( うまや ) を一定間隔
で配置し、馬を乗り継いで行かせる方法がとられていましたが、
肥後国に「二重」という駅があったとの記録が残されています。 

「二重峠（標高 683m）」は大津町から阿蘇市に向かう途中の
阿蘇北外輪を越える峠。北外輪山の西側の最も低い地点で、そ
の名の由来は阿蘇神話、健磐龍命 ( たけいわたつのみこと ) が外
輪山を蹴破ろうとしても、二重になっているから破れなかった
という話からきています。

17 世紀初頭、この二重峠を越えるルートは、加藤清正公によっ
て政治、経済、軍事の重要なルート「豊後街道」として整備さ
れました。豊後街道は、札の辻（熊本市）を起点として、菊地
郡大津町、阿蘇市の二重峠を越え、内牧を経て大分の久住、豊
後鶴崎に至る全長約 124km（31 里）の街道で、途中、二重峠、
滝室坂、大利・境の松の山越えと難所が幾つもありましたが、
清正公はこの街道の整備に力を注ぎました。特に城下から大津
までの間にある幅二十間の一大杉並木街道「大津街道」は、肥
後熊本のシンボル「熊本城」の築城、菊池川・白川・緑川・球
磨川など全県下に亘る治水・利水工事と共に、清正公の構想の
雄大さを今日に伝えるものとなっています。

その後、江戸時代を通して、細川藩が参勤交代路として活用
したため、各地に宿場が誕生し、豊後街道は大いに栄えました。

時は流れ、近代。明治 17 年に（南阿蘇村立野と大津町瀬田
にまたがる）比丘尼谷の難工事がクリアされ、立野火口瀬を抜
け熊本から阿蘇に至る新道（＝現在の国道 57 号）が開通。以来、
二重峠を越えるルートの交通上の重要性は薄れることとなりま
した。

ちなみに（阿蘇神話に戻りますが）、二重峠を蹴破れなかった
健磐龍命は、次に別の場所を蹴ると見事に成功。外輪山に穴が
開いて湖水の水が流れ出し、外輪山の内側には作物ができる平
野が生まれました。この蹴破られた箇所が立野火口瀬。立野 ( た
ての ) の地名は、蹴った時に力余って尻餅をついた命が、｢もう
立てぬ｣ と言われたことによる、と伝えられています。

さらに時は流れて、現代。平成 28 年 4 月に発生した熊本地
震は、再度、二重峠ルートの重要性を顕在化させました。南阿
蘇村立野地点（＝立野火口瀬）の大規模斜面崩壊により寸断さ

近代から現代、そして未来へ7

熊本国土学『二重峠の物語』6

図 -5　熊本県内のインフラ整備の歴史（道路）

図 -6　熊本県内のインフラ整備の歴史（治水、灌漑）

図 -7　熊本県内のインフラ整備の歴史（農業基盤）

熊本県内のインフラ整備の歴史（道路）

（豊後街道・二重峠） （豊前街道・腹切坂）

（日向往還・霊台橋） （佐敷太郎峠「佐敷隧道」）

『熊本国土学』

熊本県内のインフラ整備の歴史（治水、灌漑）

（白川・鼻ぐり井手） （緑川・鵜の瀬堰）

（加勢川・清正堤） （球磨川・萩原堤）

『熊本国土学』

熊本県内のインフラ整備の歴史（農業基盤）

（通潤橋） （湯の口ため池）

（郡築三番町樋門）（幸野溝）

『熊本国土学』
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れた国道 57 号の迂回路として、通称「ミルクロード」（県道北
外輪山大津線～県道菊池赤水線）が 2 万台／日に近い交通量を
担ってくれています。これこそが、現在の二重峠を通るルート
です。

そして今、未来に向かって、国道 57 号の災害復旧事業とし
て急ピッチで進められているのが「国道 57 号北側復旧ルート」。
このルートは、神様（健磐龍命）が蹴破ることが出来なかった
二重峠（外輪山）の下を約 3.7km のトンネルで通過する計画と
なっています。

二重峠を越えるルートには、時代の変遷と技術革新の積み重
ねがあります。阿蘇神話から始まる長い歴史の物語があるのです。

熊本から阿蘇谷方面への災害復旧道路「国道 57 号北側復旧
ルート」については、平成 32 年度（＝震災から 5 年）内の開

通に向け、全線（延長約 13km）において急ピッチで工事が進
められています。 

最大の難関「二重峠トンネル」（延長約 3.7km）の掘削延長は、
平成 30年5月21日現在で、避難坑 2,613m/3,652m (72%)、
本坑 1,454m/3,659m (40%) となっています。

なお、この二重峠トンネル工事の契約にあたっては、改正品
確法（平成 26 年 6 月 4 日公布・施行）で新たに位置づけられ
た「技術提案・交渉方式（ECI タイプ）」という手法を、全国で
初めて採用しました。これは、①競争参加者から提出される技
術提案に基づき選定された優先交渉権者と技術協力業務の契約

（＝随意契約）を締結し、②別契約で実施しているトンネル詳細
設計に技術提案（＋技術協力）内容を反映させ、③価格等の交
渉を行い、④交渉成立後に施工の契約（＝随意契約）を締結す
るもので、工事契約プロセスにおける施工者・設計者・発注者
の三者のパートナリングが実現することで、二重峠トンネル本
坑の掘削・覆工については、現時点で設計可能な最短工期を設
定することができました。

 「国道 57 号北側復旧ルート」を事業化した時点（平成 28 年
6 月）では、二重峠トンネルの設計や施工にあたって必要とな
る地質調査等の成果すら十分にない状況でしたから、トンネル
詳細設計とトンネル工事発注手続きを並行して進めるとともに、
施工者（優先交渉権者）独自の最先端技術・工法等を手戻り無
くトンネル詳細設計に反映することが出来たことは、その後の
プロジェクト・マネジメントに大きなアドバンテージをもたら
すことになりました。

設計段階から、施工者（優先交渉権者）と設計者（別途発注）
を巻き込んで最善の建設マネジメントを実現しようとする ECI

（アーリー・コントラクター・ インボルブメント）は、発注者の

平成32年度内開通に向け急ピッチで
工事が進む「国道57号北側復旧ルート」8

図 -8　阿蘇外輪山と二重峠

図 -9　二重峠を越える（延喜式官道から二重峠トンネルまで）

阿蘇外輪山と二重峠

57

二重峠

57

：延喜式官道、豊後街道
：ミルクロード
：北側復旧ルート

57

立野火口瀬

二重峠を越える（延喜式官道から二重峠トンネルまで）

延喜式官道→豊後街道→
ミルクロード→二重峠トンネル

二重峠ルートは古代・中世・近世を通じて、
政治、経済、文化、軍事上の重要なルートでし
た。

近代（明治時代）に入ってその機能は、立野
火口瀬を抜けるルート（現国道57号）に取っ
て代わられましたが、平成28年4月に発生し
た熊本地震は、再度、二重峠ルートの重要性を
顕在化させたのです。

図９
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寄　稿 熊本地震から２年、改めて国土教育について考える

力量が問われる（大きなエネルギーを必要とする）仕組みですが、
整備局の組織やインハウス・エンジニアの技術力／マネジメン
ト力を強化するという意味においても、非常に優れた仕組みで
あると実感しました。チャレンジする価値はあります。

繰り返しになりますが、地震、津波、火山噴火、洪水、土砂
崩れなどの自然災害が頻発する国土の上で、私たち日本人は暮
らしています。ここ 7 年間を振り返っただけでも、平成 23 年
東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）、平成 23 年台風第 12

号（紀伊半島豪雨）、平成 24 年 7 月九州北部豪雨、平成 26 年
8 月豪雨（広島市の大規模土砂災害）、平成 26 年の御嶽山噴火、
平成 27 年 9 月関東・東北豪雨（鬼怒川の堤防決壊）、平成 28
年熊本地震、平成 29 年 7 月九州北部豪雨など、大規模な自然
災害が頻発していることがわかります。

しかし、私たち日本人は、こうした大規模な自然災害を幾度
も経験し、そのたびに苦難を乗りこえてきました。日本の国土
が脆弱であるが故に、大規模自然災害からの復旧を糧として、
日本人は成長してきたとも言えます。

内村鑑三は著書『地人論』で、次のように述べています。
「地の目的はいかん。人類を発達せしむるにあり。人類の進歩、

啓発を促すために、地はいかなる特質を有せざるべからずか。
（一）進歩を助けんがために、地は開拓、耕耘（こううん）、
運輸、交際の便利を人類に供せざるべからず。
（二）啓発を助けんがためには、地は多少の障害を人類に供せ
ざるべからず。

地の配列、構造にして全く人類進歩を奨励せざらんか、人類
は失望に沈んで、進まざるべし。一の障害物をも供せざらんか、
進歩、簡易に過ぎて心霊の怠惰と傲倨（きょごう）とを招き、
知と霊とは啓発せざるべし。適宜なる奨励と適宜なる障害とは
教育上の必要にして、天が人に与うるに地をもってせしや、こ
の特質を有する地球をもってせられたり。

われらの棲息する地球は教育上絶大の価値を有するものなれ
ば、はなはだ完全にして、全く完全ならず。すなわち、この地
球は人の労力をもって初めて完全たるを得るものなり。」

私たち日本人は、この脆弱な国土の上で頻発する大規模な自
然災害によって、ずっと昔から教育を受けてきました。

現代に生きる私たちは、先人たちの努力に思いを馳せながら、
国土に対して働きかけを続け、将来世代に対して、より良いイ
ンフラを引き継いでいかなければなりません。

そのためには、歴史観と世界観をもって国土とインフラを語
る、時間軸と空間軸で日本と世界を捉える（考える）、そうした
ことができる日本人を育てていくことが求められています。

大規模な自然災害から学び、
日本人は成長してきた9

図 -10　二重峠トンネルにおけるＥＣＩ方式の活用効果

図 -11　本坑を5切羽で掘削する（工期短縮に向けた技術提案）

図-12　二重峠トンネル工事進捗状況（平成 30 年 5 月 21 日現在）
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二重峠トンネルにおけるＥＣＩ方式の活用効果

施工者の技術提案を反映し、
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二重峠トンネル工事の契約

二重峠トンネル工事進捗状況（平成30年5月21日現在）
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